









Copylight (c) 2006 樋口勇夫
名古屋学院大学論集 言語 。文化篇 第 17巻 第2号(2006年3月)
呼和浩特方言における単字調および “軽声"を伴う
二音節語の調形













者では “I類。高降・Ⅱ類",後者では ■β(2)。盈気 3)・ZS(1)"と呼ばれている一は,歴史的に
この順でストレスの左移動を生じた結果で,
ス トレス の順 ① ② ③
後字のタイプ “rigllt spreading"“高降 “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=LS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41 41+1 44+1
①は軽声の “既定値''(“低"という “声域特性")まで失われてしまった “right spreading"(前字上




樋口 (2004a)では, これらのほかに,「合肥・陰平」や「蘭州 。陽平」の後字軽声のような, “低
昇"タイプを,
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
合肥 陰平 21 21+23




昆明 陰平 33 33+33
昆明 陽平 31 31+33
昆明 上 53 53+33
昆明 去 212 212+33
地点 前字調類 単字調値 二音節語調値
成都 陰平 35 35+44
成都 陽平 31 44+44
成都 上 553 55+44
成都 去 213 213+44
樋口 (2005a)では,「貴陽 。陰平」,「貴陽・陽平」,「貴陽 。上」,「貴陽・去」の後字軽声のような,
“高昇''タイプを,それぞれ認めた。
地点 前字調類 単字調値 二音節語調値
貴陽 陰平 45 45+45
貴陽 陽平 21 22+45
貴陽 上 42 44+45





















①31 1 数 ②53 1 数 ③35 1 数 ④‐?4 1 数
①
31
後軽b'(後字‐?2) 31+‐?2 1 2
後軽b(後字 21) 32+2129 32+21 1 23 +21 1 1
後重 31+53 i 531+35 1 5
31+‐?4 13後軽 a'(後字‐?4) 31+‐?4 1 331+‐?4 1 1








b53+53 1 153+35 3 53+‐?2 16
後軽b'(後字‐?2) 53+‐?2 1 4
③
35
後軽b(後字 21) 35+21 1 10 35+21 1 7
後重 35+53 1 635+35 1 435+?4 1 1
後軽b'(後字‐?2) 35+‐?2 1  35+‐?2 1 16




後重 ‐?4+53 1  10‐?2+35 1 10‐?4+‐?4 1  4
後軽b'(後字‐?2) ‐?4+‐?2 1  1―?4+‐?2 1 21






































































































































2.名詞重ね型の語彙は,①では「後軽 a」 (後字 35)に,②o④では「後軽bん'」 (後字 21/‐?2)に,






調類 調値 後軽a 後軽bん' 後軽c
① 31 31+35
② 53 53+21









4.接尾辞 “共"(単字31)は,前字① o②では「後軽 b」 (後字21)に属しているが,前字③では「後
軽b」 (後字 21)に属するもの1例,
日うk太F日












5.接尾辞 “子"(単字―?4)は,前字①では「後重/後軽 a'」(後字―?4)に,前字② o③o④では「後軽
b'」(乃至「後重/後軽 b'」,後字―?2)に,それぞれ属している。
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前宇 後字 後/前 単 目|」 後


















321  低降 222  低降 221  低降 0.48 31 31 0①+①
後軽b'
S/:D
2 31 31 ‐?2














221  低降 0.74 31 33 0321  低降 332





0.97 31 31  1  55321  低降 222     低降:  1  234     昇
31  1  3531後重
?
?

























































53 53   1  ‐?2
255    対 245   昇 1 311  低降 0.97 55 55  1  31C+①
後重/
後軽b
10 35 35 21













255    ‐昇 344    5子1 333    昇― 1.16 55 55 55
後重 35 35 35











35 35   1  ‐?2
255      昇 344    :昇1 543   高降 0.94 55③+③
後軽c
?
? 35 35 53
255     昇 234  昇 1 333  中平 046 55 55   1  ‐?21③+④
後重 35 35 ‐?4




35 35   1   ‐?2
444     111平455  1勁平 1 321  低降 3.66 ‐?43 ‐?4ユ  1  31④+①
後量/
後軽b
18 ―?4 ‐?4  1  21
444 322 3.11 55244
後軽a
?
? ―?4 ‐?2 35
444   肩平 444   高平 1 542   高降 3.22 ‐?43 ‐?4旦 1 53C‐■②
後重 10 ‐?4 ‐?4 53
444  局平 222  低降 1 234   昇 3.31 ‐?43 ‐?2ユ 1  55④+③
後重 10 ‐?4 ‐?2 35
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「①+①後重/後軽 b」。「①+②/③後軽 b」 の前字①,「④+①後軽 a」 の前字④は,単字調として現わ
れる調素が後字軽声の前で変調している。
後字調形が “高降"である「③+①後軽 c」,「③+③後軽 c」 2形式は,Fタイプである。
後字調形が “昇"である「①+①後軽 a」,「①+①後軽 a'」,「①+②後軽 a'」,「④+①後軽 a」 4形式
は,Rタイプである。
後字調形が“低降～低平"である「①+①後軽b'」,「①+②後軽b」,「①+③後軽b」,「②+①後軽b'」,
「②+②後軽 b」,「③+③後軽 b」,「③+③後軽 b'」,「④+③後軽 b'」,「④+④後軽 b'」9形式は,Dタイ
プであるが, うち前5形式は,Sタイプであるとも解釈できる。
「後軽 a」 (後字 35)は、前字①(Rタイプ)では後字の方が短いが、前字④(Rタイプ)では後字の方が
長い。
「後軽 a'」(後字‐?4)は、後字の方が短い。













































(1)扱った13種は以下の如くである:北京・吟爾浜 。合肥・済南・蘭州 。南京・青島 。天津・烏魯木斉・武漢 。西安 。
銀川・鄭州。
(2)記述資料(邪1998)では “軽声"とはしていないが,二音節語の前字が決まると,その後字が,元の声調に関わらず
中和されて,同一の調値を取るものを,本稿では軽声として扱う。
(3)音声データとしては「現代浜語方言音庫」(侯精一主編,L海教育出版社〉『音梢』付属カセットテープの音声を,ま
た,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 for Windows」(東京大学医学部音声言語研究施設,C&Dテクノロジーズ
株式会社)を,それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和経声濡音司不直接友生美系的,如北京上声和 “老虎"[35■2]炎軽声悟音飼、安
庚入声和経声悟音司,ス」只考慮其交凋凋値『R峰声后字在音高上的美系,不追究其本凋和交凋之同的演交通程,所哄
北京 “老虎"逮祥的経声悟音飼就可以山入田平升共的経声悟音同来逃行村沿。」
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